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す
。
そ
の
方
が
二
、
四
年
先
に
定
年
退
職
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
に
も
加
入
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。人

数
が
多
い
の
で
、
今
か
ら
就
業
の
拡
大
を

図
ら
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

「
そ
の
三
」
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

労
働
者
派
遣
事
業
が
加
わ
る

現
在
の
セ
ン
タ
ー
は
会
員
と
雇
用
関
係
が
な

く
、
仕
事
の
あ

っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
が
、

団

塊
の
世
代
対
策
と
も
か
ら
み
、
雇
用
関
係
の
あ

る
労
働
者
派
遣
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
法
律
の

改
正
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ら
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

「
そ
の
二
」
団
塊
の
世
代
に
対
す
る
準
備

団
塊

の
世
代
と
は
、
昭
和
二
十 
=
年
か
ら
二

十
四
年
生
ま
れ

の
方
で
八
四 

万
人
お
ら
れ
ま

O

き
ま
す
。

「
そ
の
一
」
町
村
合
併
に
伴
う
セ
ン
タ
ー
統
合

江
能
凹
町
の
合
併
に
伴
っ
て
、
一
つ
の
市
に

一
つ
の
セ
ン
タ
ー
と
い
う
法
律
に
従
い
、
統
合

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、

二
月
二
十
日
に
統
合
協
議
会
を

設
問
し
、
協
議
事
項
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議

し
て
い
ま
す
。

統
合
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
未
設
置
組
織

を
無
く
し
、
シ
ル
パ

ー
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
図

私
は
次
の
=
一
つ
の
事
が
頭
の
中
に
う
か
ん
で

と
思
い
ま
す
。

の
機
会
に 

」
れ
か
ら

J

H

を
展
望
し
て
み
た
い

が
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

お
蔭
様
で
、

可~ 

'-

ねル

三
月
総
会
に
引
続
き
五
月
総
会

理
事
長

か

島


山
佐

男
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す
ま
す
の
ご
発
展
と
持
さ
ま
の
こ
多
幸
を

祈
念
し
て
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
し
ま
す
。

ん
が
仕
事
を
し
た
こ
と
に
よ
り
事
務
費
が

続
い
て

一 

%
の
年
六 

万
円
で
、
こ
れ
に
よ

伊
藤
町
議
会
議
長
か
ら

り
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
皆
さ
ん
方
の
元
気
な
お
顔
を

拝
見
し
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

員
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
お
り
、
一

二 

人

目
下
少
子
高
齢
化
の
時
代
、
よ
り

一
周

人
以
上
、
四
四 

人
以
上

シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
存
在
感
が
見

直
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
十
一

月
に
は
、
四
町
が
合
併
し
て 

π田
向
市
と

し
て
発
足
し
ま
す
。
こ
の
う
え
と
も
地
域

社
会
に
密
十泊
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
し
て
お
祝
い
の

こ
と
ば
と
し
ま
す。

こ
の
あ
と
来
賓
の
町
福
祉
保
健
課
山
本

主
幹
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
議
長
と
し
て
宮
ノ
原
の
下
谷
源
蔵

氏
を
選
出
し
て
、

事
務
局
か
ら
定
足
数
に

つ
い

て
、
本
日
の
出
席
者
数
六
三
名
、
委

任
一
一 

名
、
計
一
七
三
名
で
会
員
数
二

三
四
名
の
半
数
を
上
回
っ
て
お
り
総
会
は

成
立
し
て
い
る
旨
報
告、

続
い
て
議
事
録

署
名
人
と
し
て
切
串
の
上
山
市
、
小
用
の

山
田
タ
ケ
子
の
両
氏
を
選
出
し
て
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

議
案
第
一
号

平
成
十
五
年
度
事
業
報


止
ロ
に
つ
い
て


議
案
第
二
号

平
成
十
五
年
度
収
支
決


算
に
つ
い
て


O

そ
れ
ぞ
れ
上
程
さ
れ
、

事
務
局
長
の
提


案
説
明
が
あ
り
、
決
算
に
つ

い
て
は
井
川


監
事
か
ら
監
査
報
告
が
あ
っ

て、

審
議
の


O

結
果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

O
O

議
案
第
三
号
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

切
串
、
下
野

一
彦
氏
が
選
任
さ
れ
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
て
、
最
後
に
そ
の 

3
ペ
ー
ジ
下
段
ヘ
つ
づ
く

O

O

O
U

れ
と
同
額
を
町
か
ら
補
助
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
に
会
費
が

二一二
万
円
と
皆
さ

三
月
期
通
常
総
会

l

平
成
十
五
年
度
三
月
期
通
常
総
会
は
三

月
三
十
日
、
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
午
後

一
時

三
十
分
に
開
会
し
て
、
同
二
時
三
十
分
に

閉
会
し
ま
し
た
。

総
会
は
崎
山
事
務
局
長
の
開
会
の
こ
と

ば
を
機
に
、
総
会
次
第
に
沿
っ
て
進
行
し

ま
し
た
。

曽
根
町
長
か
ら
、
高
能
協
が
立
ち
上
が


り
、
続
い

て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と


な
り
十
有
余
年
に
な
る
。
こ
の
間
、
地
域
、


町
内
に
稿
々
の
効
用
、
効
果
を
上
げ
な
が

O
O


ら
今
日
ま
で
来
て
い
る
。
今
後
と
も

一
一胞



の
効
果
と
、
よ
り
一

一周
の
発
展
を
願
っ
て


保
健
課
長

い
る
旨
の
祝
辞
が
あ
り
、
次
に
吉
田

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉

O
O


切
串
地
区
の
下
野
一
彦
氏
を
議
長
に
選


出
し
て
総
会
は
進
行
。
会
員
=
三
四
名
、


出
席
者
二
九
名
、
委
任

一
五
一
名
で
定
足


数
を
ク
リ
ア 

。
議
事
録
署
名
者
は
中
央


地
区
の
瀬
戸
垣
内
市
磨
、
鷲
部
地
区
の
古


賀
博
の
両
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。


議
事
は
総
会
資
料
に
示
さ
れ
て
い
る
平

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
全


成
十
五
年
度
収
支
補
正
予
算
、
十
六
年
度

一
四 

団
体


事
業
計
画
、
同
予
算
案
を
審
議
、
可
決
し

万
人
を


ま
し
た
。

数
え
て
い
る
が
、
そ
れ


当
セ

ン
タ
ー
卒
業
実
施
計
画
と
、
こ
れ

万
人
に
し
よ

・

に
対
す
る
予
算
の
裏
付
け
で
会
員
二
三
四

名
の
活
動
の
姿
を
形
造
っ

て
閉
会
し
ま
し

た。

五
月
期
通
常
総
会

法
的
団
体
の
ラ
ン
ク
の
付
け
方
は
、
人

平
成
十
六
年
度
玉
月
期
総
会
が
五
月
二

十
七
日
午
後
一
時
か
ら
町
役
場
一=
階
会
議

以
上
、

二
五 

室
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
た
ま
た
ま
曽
根
町
長
出
張
中

の
た
め
佐
原
助
役
、
伊
藤
町
議
会
議
長
及

び
役
場
福
祉
保
健
課
山
本
主
幹
の
三
氏
が

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
崎
山
事
務
局
長
の
開
会
の
こ
と
ば

に
続
い
て
山
佐
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
ス
ム

ー
ズ
に
経
過
し
ま
し
た
。
会
員
は
二
三
四

名
、
契
約
件
数
は

一、

ニ
七
三
件
、
契
約

金
額
は
七
、
四
五 
O
万
円
で
し
た
。

次
に
本
年
度
は、

二
つ

の
こ
と
に
心
を

配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

と
範
囲
が
広
く
な
っ
て
お
り
、
セ

ン
タ
ー

の
自
主
自
立
が
今
ま
で
以
ょ
に
厳
し
く
な

っ
て
参
り
ま
す
。
次
に
団
塊
の
世
代
、
昭

和
二
十
二
年
か
ら
一
一十
四
年
の
第

一
次
ベ

ビ 

ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
た
人
達
が
、

こ
こ

三
、
四
年
す
れ
ば
八
四 

万
人
の
人
が
定

年
を
む
か
え
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
受
入

れ
態
勢
が
必
要
に
な
っ
て
来
ま
す
。
こ
の

う
え
と
も
親
し
ま
れ、

愛
さ
れ
る
シ

ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

l

O

お
り
ま
す
。
次
い
で

佐
原
助
役
か
ら

町
長
上
京
中
で
助
役
の
佐
原
で
す
。
シ

す
。
そ
の

一つ

は
四
町

合
併
に
伴
う
問
題
。
江

田
島
町
は
法
的
団
体
、

大
柿
町
は
任
意
団
体
で

能
美
、
沖
美
両
町
に
は

シ
ル
バ
ー
的
な
も
の
は

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
平
成
十
六
年
度
の
通

常
総
会
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

は
町
行
政
に
ご
協
力
い

定測
ま
す
。
近
年
類
を
み
な

蝕

い

高
齢
化
が
進
ん
で
お

例
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
シ

骨
ル
パ 

人
材
セ

ン
タ
ー

こ
だ
き
感
謝
し
て
お
り

国
で
一
、

を
有
し
、
七 

l

を
一 

の
社
会
的
要
素
が
革
製

う
と
い
う
運
動
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
財
政
経

営
、
本
町
で
は
国
か
ら

と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
こ
の

三
月
に
は
、

十
周
年
記
念
誌
を
発
刊

さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま

M
-
K
記

一
、
一

四
三
万
円
、
こ 

t
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助
会
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ぷ
が
出
る
。

第 

を
し
た
。

~ 
~ 

一••••
~ JJ. 

一 

明
が
あ
り
ま
し
た
。

八

木

就

業
拒
否
は
あ
り
ま
す
か
?

他
の
事
項
で
、
議
案
啓
一説
表
紙
に
印
刷
さ

三
次
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
代
わ
り
の

れ
て
い
る
就
業
心
得
、
安
全
心
得
を
熟
読

人
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
う
い
う
人
は
仕

し
て
、
ま
た
明
日
か
ら
初
心
に
か
え
っ
て

2
ペ
ー
ジ
下
段
よ
り
つ
づ
く

二
月
三
日
、
朝
七
時
十
分
に
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
を
出
発
、
途
中
、
小
用
、
切
串
、
宇

品
で
仲
間
を
拾
い
、
中
国
道
を
走
っ
て
一

八
O
O
万
円
余
り
、
企
業
と
一
般
家
庭
か

O
%
。

路
三
次
へ
。
安
佐
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
雪
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

十
時
過
ぎ
、
三
次
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
到
着
。
職
員
の
方
の
出
迎
え
を

受
け
会
議
場
へ

。

添
田
理
事
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
、
山
佐

理
事
長
の
答
礼
に
続
い
て
事
務
局
長
の
三

次
シ
ル
バ
ー
の
概
要
説
明
に
入
り
ま
し
た
。

「
設
立
は
平
成
四
年
一
月
十
六
日
、
現

在
の
会
員
数
は
三
二
一
人
。
会
員
の
就
業

率
は
八
八
・

三
%
。
昨
年
の
受
注
件
数
は

二
、
九
七

一
件
、
契
約
金
額
は
.
億
五
、

ら
の
契
約
金
額
が
全
体
の
七
五
%
を
占
め


て
い
る
。
市
中
務
授
は

一


施
設
は
県
の
義
烈
試
験
場
跡
地
を
借
り

て
お
り
、
借
地
料
と
し
て
年
間

工一
六
万

円
を
支
払
っ
て
い
る
。
た
だ
、
県
は
借
地

料
に
見
合
う
仕
事
は
発
注
し
て
く
れ
て
い

。

、
四
O
O
円
、
そ
れ
に
互

費
五
O
O
円
を
徴
収
し
て
い
る
。

地
域
の
特
徴
と
し
て
、

宮
の
あ
る
冬
場

と
、
な
い
季
節
と
の
問
に
受
注
と
就
業
に

今
年
の
四
月
に
八
市
町
で
合
併
す
る
の

で
、
管
内
の
各
セ
ン
タ
ー
と
合
併
調
印
式

安
全
就
業
に
つ
い
て
は
啓
発
に
努
め
て

い
る
が
、
な
か
な
か
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
。

委
員
は
七
名
、
前
向定
、
草
刈
り
班
か
ら
各

一
名
、
そ
れ
に
事
務
局
員
が
加
わ
る
。
昨

年
は
交
通
事
故
が

二
件
あ
っ
た
。

職
群
は
草
刈
り
、
仏
国
定
、
文
書
配
布
、

室
内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

四
つ
。
そ
れ
ぞ
れ

の
職
群
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
世
話
人
は
可
選
し
て
い
る
。
丈
古
配

布
の
仕
事
は
主
と
し
て
市
の
広
報
誌
の
配

布。
独
自
事
業
は
竹
炭
生
産
販
売
、
枝
葉
等

の
チ
ッ
プ
化
、
堆
肥
づ
く
り
、
椎
茸
の
生

事
が
遠
の
き
ま
す
ね
。
内
定
住
が
あ
っ
た
場

安
全
面
に
十
分
気
を
つ
け
て
作
業
を
進
め

合
は
現
場
を
よ
く
見
て
、
出
来
な
い
と
思

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
。

っ
た
ら
断
り
ま
す
。
無
理
は
し
ま
せ
ん
。

以
上
議
案
の
全
部
を
午
後
二
時
十
分
終

西
野

草
刈
り
で
石
の
飛
ぶ
の
を
防
ぐ
方

了
し
ま
し
た
。
次
に
記
念
講
演
と
し
て

法
は
?

「
高
齢
者
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
(
骨
の
強
度

三
次
特
別
の
も
の
は
用
意
し
て
い
ま
せ

測
定
)
」
と
題
し
て
森
永
乳
業
側
中
国
支

ん
。
そ
う
い
う
所
は
カ
マ
で
刈
り
ま
す
。

庖
室
長
福
留
隆
氏
か
ら
食
品
の
三
大
機

瀬
戸
シ
イ
タ
ケ
の
栽
刊
は
つ

能
、
乳
牛
の
生
乳
(
牛
乳
、
乳
製
品
)
、

三

次

プ

ロ

の
人
が
来
て
い
ま
す
。

山
の

高
齢
者
の
健
康
(
食
)
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

木
を
伐

っ
て
ほ
し
い
と
の
発
注
で
伐
っ
た

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
あ
と
は
各
人
「
骨
の

時
に
原
木
を
と
り
ま
す
。
収
穫
し
た
椎
茸

強
度
測
定
」
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の

は
袋
に
入
れ
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
打
っ
て
ア

骨
密
度
の
状
況
を
自
覚
し
、
本
日
の
行
事

ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
に
出
し
ま
す
。
年
収
は

の
全
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

(
八
O
O
本
)
、
し
め
縄
製
作
(
年

産

・

記
)

三
次
ワ
イ
ナ
リ 

と
み
ら
さ
か
竹
工
房

l

(
S

S

一
O
万
円
ほ
ど
で
す
が
、
よ
く
売
れ
ま
す
。

二

下
野
竹
炭
の
販
売
は

?

円
の
必
り
上
げ
)
。

こ
の
あ
と
、
崎
山
事
務
局
長
か
ら
江
田

島
の
概
要
の
説
明
が
あ
り
、
懇
談
に
移
り

ま
し
た
。

質
問
が
続
い

て
出
た
懇
談

最
初
に
三

次
か
ら
、
昨

年
六 
0
セ
ン

チ
く
ら
い
雪

が
積
も
り
、

個
人
、
企
業

、
か
ら
道
路
、

庭
の
除
雪
の

発
注
が
あ
っ

た
と
追
加
説

に
お
ろ
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
売
れ

個
人
の
場
合
は
現
場
を
見
て
、
お
お
よ
そ

小
松
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
竹
炭
製
造
に
対

ま
せ
ん
。

の
日
程
と
金
額
を
話
し
ま
す
。
こ
の
時
、

し
て
補
助
は
?

少
し
多
め
に
見
積
り
ま
す
。
前
刀
定
の
時
給

三
次
特
別
の
助
成
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

は
講
習
を
受
け
向
信
の
あ
る
人
は
一
、

一 

0
0
円
。
初
め
て
の
人
の
時
給
を
ど
う
す

ン
タ
ー
が
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。

る
か
は
今
後
協
議
す
る
予
定
で
す
。

瀬
戸
チ
ッ
プ
化
に
つ
い
て
は
?

久

留

須

チ

ッ
プ
化
の
売
り
上
げ
は
?

た
だ
、
椎
茸
と
竹
炭
は
一
O
万
円
ほ
ど
セ

三
次

到
定
枝
の
処
分
の
嬰
望
が
多
く
な

三
次
一

一

っ
て
い
ま
す
。
処
理
喪
は

一
ト
ン
車
で
札、
 

こ
の
あ
と
安
全
対
策
に
移
り
、
江
田
島

0
0
0
円
。
チ
ッ
プ
化
は
機
械
を
使
っ
て

で
は
作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
班
長
が

会
員
が
や
り
ま
す
。
発
酵
さ
せ
る
に
は
六

注
意
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
独
自
事
業

か
月
か
か
り
ま
す
。

の
販
売
、
特
に
竹
山
灰
の
販
路
を
ど
う
開
拓

瀬

戸

垣

内

植

木

の
現
定
の

見
私
も
り

す
る
か
困
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
発
注

O
万
円
程
度
で
す
。

者
の
追
加
の
要
望
に
ど
う
こ
た
え
る
か
が

はつ・
三
次

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

見
積
も
り
を
出
す
の
は
官
公
庁。
 

O
万
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n
d
-

L

か
か
っ
て
い
る
の
で
、
少
し
形
は
違
う
か
も
し

、、£
 

-

「下
の
方
は
這

っ
て
塗
る
の

で
倍
手
聞
が

か
か
り
、
汗
が
出
ま
す
。
夏
だ
っ
た
ら
や

れ
ま
せ
ん
わ
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
す
。

木
の
葉
に
葉
脈
を
描
き
入
れ
て
い
る
仲

間
は「

こ
れ
は
刷
毛
で
な
く
、
筆
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
手
聞
が
か
か
る
し

木
の
枝
は
十
本
ほ
ど
。

「
動
物
の
絵
の
縁
ど
り
は
刷
毛
と
筆
を
使

い
分
け
ま
す
。
筆
は
色
別
に
五
本
く
ら
い

用
意
し
ま
す
。
垂
れ
や
す
い
ペ
ン
キ
も
あ

っ
て
苦
労
し
ま
す
」

「チ
ど
も
が
喜
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
」

と
私
が
た
ず
ね
る
と

「喜
ん
で
く
れ
ま
す
し

と
、
す
ぐ
に
返
事
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。

三
時
の
休
み
。
保
育
所
の
先
生
か
ら
甘

酒
の
さ
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

@t10)仰3
飲
み
な
が
ら
も
、
配
色
を
ど
う
す
る
か
と

話
し
合
い
ま
す
。
仕
事
熱
心
さ
に
感
心
し

ま
し
た
。

ア
ン
ト
の
設
営
に

l 頑
強
る

四
月
二
日
の
午
後
、


江
田
島
公

闘
で
の


「桜
ま
つ
り
」

の
た

め
の
テ
ン
ト
設
営
の

現
場
に
行
き
ま
し
た
。

場
所
は
ゲ 

ト
ボ

ー
ル
競
技
場
。
私
が

着
い
た
時
、
競
技
場

の
南
側
で
は
舞
台
の

作
製
の
最
中
で
し
た 
υ

葉脈を描くのに手聞がかかる

一
月
十
六
日
の
午
後
、
切
串
保
育
所
の

塗
装
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
私
が
訪
ね
た

時
は
、

園
庭
の
塀
に
動
・
情
物
の
絵
を
三

人
で
描
い
て
い
る
最
中
で
し
た
。

「
今
日
で
四
日
目
、
困
舎
の
屋
根
の
下
は

濃
い
ピ
ン
ク
、
外
壁
は
淡
い
ピ
ン
ク
で
塗

り
ま
し
た
。
今
は
塀
の
内
側
に
動
物
の
絵

を
描
い
て
い
ま
す
」

困
舎
の
ピ
ン
ク
が
鮮
や
か
で
す
。

塀
に
描
か
れ
て
い
る
動
物
は
キ
リ
ン
、

象
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
猿
、
犬
、
リ
ス
な
ど
。

そ
の
聞
に
木
の
葉
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
前
に
描
か
れ
て
い
た
の
は
ほ
と
ん
ど
消
え

可，
 

」

と
描
く
手
を
休
め
ま
せ
ん
。
ス
ベ
リ
台
を

塗
っ
て
い
た
仲
間
は
、

「
淡
い
ピ
ン
ク
の
ペ
ン
キ
は
ど
こ
に
も
完

っ
て
い
な
い
の
で
、
調
合
が
大
変
。
ま
た
、

調
合
し
た
ペ
ン
キ
は
、

残
っ
た
ら
使
え
な

い
の
で
令
部
使
い
き
り
ま
す
」 

テ
ン
ト
は
舞

台
の
後
に
五

張
り
設
営
す

る
。
会
員
は

四
人
、
テ
ン

ト
の
到
着
を

待
っ
て
い
る

の
で
す
が
、

な
か
な
か
来

ま
せ
ん
。

公
闘
の
桜

は
満
開
。

「
明
日
は
絶

好
の
桜
ま
つ

り
に
な
る
の

円
ノ
」

と
は
待
機
し
て
い
る
会
員
の
こ
と
ば
。

二
時
前
に
テ
ン
ト
と
町
の
職
員
が
到
着
。

早
速
、
支
柱
運
び
が
始
ま
り
ま
す
。

支
柱
の
組
み
立
て
に
か
か
り
ま
す
。
役

場
の
職
員
と
組
ん
で
の
作
業
。
組
み
終
わ

る
と
シ 

ト
を
張
り
ま
す
。
風
が
強
い
の

で
シ 

卜
張
り
に
人
数
が
要
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
人
数
が
多
い
の
で
作
業
は
早
く
進

み
ま
す
。
一
飢
時
間
に
作
業
は
完
了
。

「
明
日
は
い
い
桜
ま
つ
り
に
な
り
ま
す
。


ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」


「ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」


と
辞
去
す
る
私
に
課
長
さ
ん
が
声
を
か
け


て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。


l
l

網
戸
の
彊
り
替
え

五
月
上
旬
、
網
戸
の
張
り
替
え
の
作
業

場
に
。
隣
で
は
畳
表
の
張
り
替
え
中
。

「
こ
れ
か
ら
'
網
戸
の
張
り
替
え
の
牡
事
が

M

増
え
ま
す
。
一
軒
で
大
体
玉
、
六
枚
は
出

ま
す
。
で
も
、
最
近
は
ど
こ
の
家
に
も
ク

ー
ラ
ー
が
入
り
、
網
戸
も
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
作
業
台
に
固
定
し
た

戸
の
枠
に
ナ
イ
ロ
ン
製
の
綱
を
の
せ
、
洗

濯
ば
さ
み
で
固
定
し
ま
す
。
網
が
ぴ
ん
と

張
る
よ
う
に
気
を
配
り
ま
す
。
固
定
し
た

枠
の
手
近
な
辺
の
構
の
ト
に
ゴ
ム
を
世
き
、

ワ
ン
タ
ッ
チ
ロ
ー
ラ
ー
(
ロ
ー
ラ
ー
と
丸

く
と
が
っ
た
突
起
が
つ
い
て
い
る
)
で
ゴ

ム
を
階
に
埋
め
こ
み
ま
す
。

「
網
の
固
に
沿
っ
て
ま

っ
す
ぐ
埋
め
な
い

と
、
網
が
ね
じ
れ
て
ぴ
ん
と
張
れ
な
い
し

と
話
し
な
が
ら
入
念
に
角
を
埋
め
、
隣
の

辺
に
移
り
ま
す
。
見
て
い
る
と
、
ゴ
ム
の

埋
め
込
み
に
は
相
当
力
が
い
る
よ
う
で
す
。

四
辺
の
溝
に
ゴ
ム
を
埋
め
こ
む
と
、
ま

ず
綱
の
本
体
を
切
り
離
し
、
溝
の
外
側
に

出
て
い
る
網
を
を
は
さ
み
で
切
り
取
り
ま

す。

「張

っ
た
網

を
傷
つ
け
る

と
網
が
裂
け

る
の
で
気
を

つ
け
ま
す
」

一
枚
の
網

戸
の
張
り
替

え
が
終
わ
り

ま
し
た
。
そ

の
手
際
の
よ

さ
に
感
心
し

て
、
そ
の
場

を
去
り
ま
し

た
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配
布
数
が
増
え
た

〈
紙
お
む
つ
〉

五
月
二
十
日
、
寝
た
き
り
の
方
の 
{

に
尿
と
り
パ
ン
ツ
な
ど
の
介
護
用
品
を
届-

け
る
た
め
、
品
物
を
車
に
積
み
こ
む
作
業

が
朝
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
が
着
い
た
時
、
会
議
室
の
机
の
上
に

は
介
護
用
品
が
う
ず
高
く
積
み
あ
げ
ら
れ
、

傍
で

二
人
の
会
員
(
男
性
と
女
性
)
が
配

布
先
を
ど
う
す
る
か
話
し
合
っ
て
い
ま
し

た。「
こ
ん
な
に
沢
山
だ
と

一
日
で
は
ま
わ
り

き
れ
ま
せ
ん
ね
」

と
一一言
う
と
、

「
今
年
か
ら
社
協
が
配
布
を
や
め
た
の
で
、

そ
の
ぶ
ん
増
え
た
の
で
す
」

と
の
答
え
。

配
布
地
域
が
決
ま
っ
た
と
み
え
、
品
物

を
台
車
に
乗
せ
る
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

台
車
の
車

輸
が
小
さ

一

い
の
で
、

部
屋
か
ら

出
る
の
に

一
苦
労
。

ワ
ゴ
ン

車
の
荷
台

に
、
遅
く

配
る
順
に

品
物
を
柏

み
あ
げ
て

い
き
ま
す
。

( 5 ) 24 

土
百
品
川
円
符
貝
、
り

ヰ
汁
中
牛
壬
千
占

第	 

る
も
の
だ

な
と
思
い

ま
し
た
。

届
け
る
家
が

留

守
の
時
に
そ
な
え
、

配
布
し
た
旨
を
書
い

た
文
を
開
い
て
き
ま

す
。事

務
局
長
さ
ん
が

急
い
で
文
帝
を
作
り
、

印
刷
し
て
渡
し
ま
す
。

「
{
家
の
人
が
本
当
に

喜
ん
で
く
れ
ま
す
」

と
、
女
性
の
会
員
が

に
こ
や
か
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

町
役
場
の
宿
直

六
月
八
日
の
夕
刻
、
町
役
場
の
宿
直
室

を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
シ
ル
バ
ー

の
仲
間
が
二
人
、
詰
め
て
い
ま
し
た
。

0n
「
宿
直
は
何
人
で
し
て
い
る
の
で
す
か
」

「十
二
人。

二
人
一
組
で
や
っ
て
い
ま
す
。

六
組
で
す
の
で
、
曜
白
が
一
日
ず
つ
ず
れ

ま
す
」

「
勤
務
時
間
は
」


「
夕
方
五
時
十
五
分
か
ら
翌
朝
の
八
時
半


ま
で
。
で
も
、
大
体
五
時
に
来
ま
す
」


「仕
事
の
内
容
は
」


「
閉
庁
が
五
時
十
五
分
。
そ
れ
か
ら
朝
ま


で
の
屯
話
の
応
対
。
私
達
で
答
え
ら
れ
な

い
時
は
担
当
課
長
に
電
話
し
ま
す
。

書
類

の
受
け
渡
し
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

婚
姻
届
の
受
理
。
自
衛
官
の
方
が
劫
務
を

終
え
て
く
る
の
で
私
達
が
受
け
取
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
書
類
の
受
け
渡
し
は
必

ず
日
誌
に
記
入
し
ま
す
。
婚
姻
届
は
身
分

を
証
明
す
る
も
の
の
提
示
を
求
め
、
そ
れ

か
ら
受
け
と

り
ま
す
。

戸

締
り
は
七
時
。

ま
た
、

全
町

内

へ
防
災
無

線
で
放
送
を

す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

台
風
と
か
濃

霧
の
際
の
定

期
船
の
欠
航

の
放
送
。
火

災
発
生
の
放

送
。
宿
荷
主

の
拡
声
機
が
火
災
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。

そ
れ
を
い引引
き
留
め
ま
す
。
発
生
場
所
、
人

家
か
山
林
か
の
区
別
。
火
災
の
種
類
、

地

域
。
そ
し
て
地
域
の
地
図
を
見
て
出
動
分

団
の
要
請
を
行
い
ま
す
。
め
っ
た
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、
気
を
使
い
ま
す
」

こ
の
間
、
時
折
り
職
員
の
方
が
退
庁
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に

「ご
苦
労
さ
ま
」
と
芦

を
か
け
、
ま
た
説
明
が
続
き
ま
す
。

「
困
っ
た
こ
と
は
」

「
以
前
、

ん夜
更
け
に
近
所
の
方
か
ら
苦
情


が
来
ま
し
た
。
聞
け
ば
武
道
館
の
ブ
ザ
ー


が
う
る
さ
く
て
眠
れ
な
い
と
の
こ
と
。
行


っ
て
み
ま
す
と
消
火
栓
の
い
た
ず
ら
ω

止


め
よ
う
に
も
配
電
盤
の
鍵
が
わ
か
ら
ず
、


担
当
課
長
に
来
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り


ま
し
た
。
近
く
に
知
ビ 

ル
の
空
き
缶
が


転
が
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ビ
ー
ル
を
飲


ん
で
酔
っ
た
う
え
の
い
た
ず
ら
だ
っ
た
の


で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
の
困
り
ま
す
ね
」


詳
し
く
話
が
聞
け
た
の
で
、
メ
モ
を
片

手
に
帰
宅
し
ま
し
た
。

l

ょ
う
こ
そ
新
し
い
仲
間
の
み
な
さ
ん

ー
新
じ
く
入
会
さ
れ
た
方
々
|

敬
称
略

道
丹

院

(

中

央
)

小
松
ト
シ
ヱ

(

切

串
)

前

浜

徳

枝

(
小
用
)

石

堂

坂

利

(
小
用
)

山

代

一

之

(
切
串
)

河

崎

茂

樹

(
津
久
茂
)

漬

利
照

(

江

南

)

松
崎

雄
三

(
富
ノ
原
)

現
定
作
業
の
ご
依
頼
は
お
早
め
に

昨
年
、
九
月
か
ら
年
明
け
の 
=
一月
上
旬

頃
ま
で
が
真
定
作
業
の
ピ 

ク
に
な
っ
て

い
ま
す
。

涼
し
く
な
っ
て
く
る
秋
か
ら
は
、
木
が

休
眠
を
始
め
る
た
め
、
現
定
作
業
に
も
っ

と
も
適
し
た
時
期
で
あ
り
、
毎
年
多
く
の

依
頼
が
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
も
ご
希
望
の
多
い
十
月 

十
二


月
は
、
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
っ
て
受
付


で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前


に
ご
予
約
な
ど
お
願
い
し
ま
す
。


し
か
し
、
天
候
等
の
都
合
に
よ
っ
て
思


う
よ
う
に
作
業
が
進
ま
ず
、
予
約
日
時
よ


り
も
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ


ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


お
申
し
込
み
の
際
は
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
と
作
業
後
の
片
づ
け
を
希
望
す

る
か
ど
う
か
等
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

l

i

H
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恒
例
の
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
互
助
会
の

花
見
会
が
、
四
月
八
日
江
田
島
町
の
中
央

公
園
で
、
八
十
六
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
同
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽

光
の
下
、
最
高
の
花
日
和
と
あ
っ
て
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
交
す
言
葉
に
も
明
る
い
笑

顔
が
一
杯
で
し
た
。
今
年
は
当
地
方
の
桜

の
開
花
が
例
年
よ
り

一
週
間
も
早
か
っ
た

た
め
、
会
場
周
辺
の
桜
も
既
に
五
分
散
り

の
状
況
で
、

風
に
舞
う
花
び
ら
の
風
情
を

楽
し
む
宴
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

宴
に
先
立
ち
十
時
か
ら
、
こ
れ
も
恒
例

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
始
ま
り
、
参
加
者

四
十
七
名
が
八
組
に
分
か
れ
、
七
ホ 
1
ル

一
同
戦
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
今

年
は
十
月
に
開
催
さ
れ
る
、
広
品
県
シ
ル

バ
ー
フ
ェ
ア
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
も
こ

の
競
技
の
尖

施
予
定
が
あ

り、

当
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
出

場
者
選
考
の

対
象
に
な
る

と
発
表
さ
れ

た
た
め
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の

プ
レ
ー
に
も

一
打
.
打
に

随
分
力
が
入

っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
ホ 

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
歓
声
を
上
げ
る
人
、
思

い
つ
き
り
モ
グ
ラ
叩
き
、
空
振
り
で
天
を

仰
ぐ
人
、
後
五
十
で
に
寄
せ
な
が
ら
お
ま

け
の

こ 
1
一二
打
で
な
げ
き
節
、
観
戦
者
も

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
笑
い
の
中
に
終
了

し
ま
し
た
。
成
績
は
な
ん
と
女
性
会
員
が

大
い
に
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
上
位
を
独
占

し
男
性
群
脱
帽
の

一
幕
と
な
り
ま
し
た
。

十

一
時
半
か
ら
懇
親
宴
会
に
入
り
、
始

め
に
山
佐
理
事
長
か
ら
当
日
参
加
者
へ
の

お
礼
な
ど
簡
単
な
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

来
貨
の
江
田
島
町
福
祉
保
健
課
の
吉
田
課

l 長
よ
り
、
平
素
地
域
社
会
で
の
活
動
に
つ

い
て
の
謝
辞
と
今
後
の
発
展
に
関
し
て
力

強
い
支
援
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
先
程
実
施
さ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
成
制
発
表
と
表
彰
式
と
な
り
、

一
位
の

松
谷
幸
江
さ
ん
、

二
位
の
桂
貞 
寸
さ
ん
が

に
こ
や
か
に
穴
品
を
受
け
会
場
一
杯
の
拍

手
を
浴
び
ま
し
た
。

一一一
位
以
下
は
同
点
者

r

が
多
く
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
勝
負
で
順
位
が
決

ま
り
ま
し
た
。
凶
み
に
栄
え
あ
る
ブ 
l
ピ 

日
は
平
岡
正
勝
さ
ん
で
し
た
。
本
番
の

花
見
宴
は
、

今
年
は
カ
ラ
オ
ケ
の
設
営
が

無
か
っ
た
た
め
、
日
頃
の
ど
自
慢
の
会
員

に
は
少
し
拍
子
抜
け
の
形
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
は
そ
れ
、
酒
類
が
十
分
用
意
さ

れ
て
い
た
た
め
、
ア
ル
コ

ー
ル
が
適
度
に

回
る
一一一
十
分
も
過
ぎ
た
頃
に
は
次
第
に
ボ

ル
テ
ー
ジ
も
上
り
、
そ
こ
か
し
こ
に
賑
や

か
な
談
笑
の
輸
が
で
き
附
天
の
会
場

一
杯

明
る
い
ム 

ド
で
品
目
の
花
見
宴
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
の
花
見
会
も
、

会
員
相
互
の
懇
親

を

一
層
深
め
十
四
時
半
無

4
終
了
し
ま
し

た
。
当
番
の
秋
月
の
皆
さ
ん
、

事
務
局
の

皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

-
1
-記
)

公
民
館
ま
つ
り
に
参
加
し
て

中
央
公
民
館
ま
つ
り

ニ
月
十
四
日
、
中
央
公
民
館
ま
つ
り
の

会
場
に
行
き
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
の
展
示

場
は

二
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
乗
降
口
の
と

な
り
。
崎
山
、
下
平
、
中
村
さ
ん
が
シ
ル

バ
ー
の
ハ
ツ
ピ
を
若
て
来
客
と
応
対
。

「今
日
は
朝
早
く
か
ら
人
が
来
て
い
ま
す
。

よ
く
売
れ
た
の
は
六 

円
の
キ
ュ
ー
ピ

ー
、
そ
れ
に
小
物
入
れ
。
実
用
的
で
手
ご

ろ
な
も
の
、
そ
れ
に
手
作
り
の
物
が
よ
く

売
れ
ま
し
た
」

と
は
下
平
さ
ん
。

布
製
の
敷
物
、

ミ
ニ
県
セ
ッ
ト
、
筆
立

て
な
ど
も
よ
く
売
れ
た
と
の
こ
と
。

お
母
さ
ん
と

一
緒
に
来
た
子
ど
も
が
、


組
み
木
に
興
味
を
示
し
て
い
る
姿
が
印
象


的
で
し
た
。


崎
山
、
中
村
さ
ん
は
訪
れ
た
人
に
メ
モ


帳
と
シ
ル
バ
ー
紹
介
の
ビ
ラ
を
渡
し
、

宣


伝
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。


展
示
品
が
た
く
さ
ん
売
れ
る
こ
と
を
願


っ
て
そ
の
場
を
去
り
ま
し
た
。


小
用
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

O
O

小
用
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ま
つ
り
は

(
A 

「広
げ
よ
う
み
ん
な
の
つ
ど
い
。
心
が
ふ

れ
あ
う
小
用
区
の
ま
つ
り
」
を
テ 

マ
に
、

三
月
七
日
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

晴
れ
て
は
い
る
が
、
一
時
小
雪
が
舞
う

寒
さ
の
中
、
小
用
区
の
祭
太
鼓
や
吹
き
ば

や
し
が
あ
り
、
午
前
十
時
に
新
久
小
用
区

長
の
あ
い
さ
つ
、
次
い
で
曽
根
町
長
、
伊

藤
町
議
会
議
長
の
祝
辞
、
来
賓
の
紹
介
が

あ
っ
て
、
吹
き
ば
や
し
が
再
開
さ
れ
ま
し

た。
シ
ル
バ

ー
展
は

一
階
ロ
ビ 

に
位
置
し、



入
館
者
が
最
初
に
目
に
す
る
好
条
件
の
中、



赤
や
青
色
の
峨
を
立
て
、
揃
い
の

ハ
ッ

ピ


姿
の
会
員
が
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
テ
ィ

ッ
シ


ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
布
す
る
な
ど
、

シ
ル
バ


ー
の
普
及
啓
発
に
つ
と
め
、
ひ
と
き
わ
人


目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。


展
示
さ
れ
た
作
品
は
竹
細
工
、
手
工
芸

品
、
木
工
品
、
念
珠
、
組
木
、
竹
炭
、
竹

酢
液
な
ど
二
十
余
の
ア
イ
テ
ム
に
お
よ
び
、

来
館
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
午
後
四
時
に

終
了
し
ま
し
た
。

l

l
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「
ご
飯
が
よ
く
炊
け
て
い
て
お
い
し
い
」
あ
る
と
の
こ
と
で
、
食
事
が
終
わ
る
と
退

「竜
田
揚
げ
も
吸
い
物
も
い
い
味
だ
」

席。

「

家

で

も

や

っ

て

み

よ

う

」

残

っ
た
ご
飯
は
、
女
性
会
員
が
お
に
ぎ

な

ど

の

声

が

あ

が

り

ま

す

。

り

に

し

、

参
加
者
に
渡
し
ま
す
。
私
も
い

瀬
戸
垣
内
さ
ん
は
、 

N
H
K
の
取
材
が
た
だ
き
ま
し
た
。

Jレ J、� j工 田 島 平成� 16年� 7月1日(7) 

一
月
一
一十
六
日
、

鷲
部
公
民
館
で
チ
ヌ

料
理
の
講
習
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。
講
師

は
「
海
辺
の
海
鮮
市
場
」
の
瀬
戸
垣
内
さ

ん。「
チ
ヌ
は
黄
ビ
レ

の
も
の
が
味
が
よ
い
。

ま
ず
ウ
ロ
コ
を
落
と
す
。
ヒ
レ
の
所
は
特

に
て
い
ね
い
に
。
そ
し
て
、
よ
く
洗
う
。

マ
ナ
イ
タ
は
て
い
ね
い
に
布
巾
で
拭
く
。

そ
れ
か
ら
腹
を
割
き
、
内
臓
を
と
り
ま
す
。

次
に
頭
を
切
り
落
と
し
、
腹
膜
を
て
い
ね

い
に
取
り
ま
す
。
頭
を
二
つ
に
分
け
る
時

は
歯
の
聞
に
包
丁
を
入
れ
て
切
れ
ば
よ
い
。

三
枚
の
お
ろ
し
方
は
、
背
ビ
レ
の
所
に
包

丁
を
入
れ
て
切
れ
目
を

つ
く
り
、
骨
に
そ

っ
て
、
て
い
ね
い
に
切
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
腹
の
部
分
と
中
骨
を
と
り
ま
す
。
皮
は

お
い
し
い
脂
が
あ
る
の
で
、
は
ぎ
ま
せ
ん。

こ
れ
で
チ
ヌ
は
さ
ば
け
ま
し
た
」

と
、
瀬
戸
恒
一
内
さ
ん
は
チ
ヌ
を
さ
ば
き
な

が
ら
説
明
し
ま
す
。

「
次
は
竜
田
揚
げ
。
さ
、は
い
た
魚
肉
を
二


セ
ン
チ
幅
に
切
り
、
醤
油
・

三
、
酒
・
一


で
味
つ
け
を
し
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
て
お


/
¥
。ア

ラ
の
吸
い
物
は
、
塩
を
ふ
り
か
け
、

湯
通
し
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
臭
み
を
と
る

た
め
。

豆
腐
も
湯
通
し
し
て
お
き
ま
す
。

チ
ヌ
飯
。
と
い
だ
米
に
チ
ヌ
の
切
り
身
、

サ
サ
ガ
キ
に
し
た
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
を

入
れ
、
酒
、
醤
油
、
塩
と
だ
し
の
素
を
入

れ
ま
す
。
醤
油
は
米

一
升
に
一
合
の
割
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
焦
げ

る
の
で
、

丑

を
減
ら
し
て

塩
を
少
し
入

れ
ま
す
。

江
田
島
農
業
感
謝
祭
に
参
加
し
て


チ
ヌ
の
パ

タ
|
焼
き
。

五
月
三
目
、
時
折
小
雨
の
バ
ラ
ッ
ク
天

ン
ト
即
売
場
で
は
、
飲
食
物
・
野
菜
・
果

皮
の

つ
い
た

候
の
中
、
今
年
も
切
串
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

物
等
が
豊
富
に
並
び
来
場
者
へ
購
買
意
欲

ま
ま
の
切
り

を
主
会
場
と
し
て
、
江
田
島
民
業
者
ク
ラ

を
誘
う
か
け
声
が
終
日
場
内
に
賑
や
か
で

身
に
塩
・
コ

ブ
主
催
の
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
、

シ
ル
バ

し
た
。
我
が
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
は
こ
の

シ
ョ
ウ
を
し
、

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
ま
し
た
。

一
角
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
竹
炭
・
竹
酢
液

バ
タ 

で
低

こ
の
祭
は
、
例
年
近
郷
の
能
美
島
・

呉

.
手
造
り
の
装
飾
品
・
人
形
等
お
馴
染
の

温
で
焼
き
ま

.
広
島
方
面
か
ら
も
多
数
の
来
場
者
が
あ

商
品
と
、 

会
員
が
特
別
に
出
品
し
た
自

J

家
産
の
豆
類
を
庖
頭
に
並
べ
、
山
佐
理
事

ら
料
理
酒
と

で
す
。
祭
の
最
大
の
目
玉
は
、
新
鮮
な
キ

す
。
焼
け
た 

り
季
節
の
名
物
行
事
と
な
っ
て
い
る
よ
う

長
他
玉
名
の
会
員
で
来
客
に
対
応
し
ま
し

醤
油
を
か
け
て
味
つ
け
し
ま
す
。
ス
ラ
イ

ュ
ウ
リ
も
ぎ
と
り
体
験
で
す
が
、
毎
年
参

た
。
他
コ
ー
ナ
ー
と
違
い 

-
般
受
け
し
な

ス
し
た
ニ
ン
ニ
ク
を
の
せ
る
の
も
よ
い
。

加
者
が
多
く
五
百
人
ま
で
と
限
定
し
て
い

い
商
品
の
た
め
か
、
即
、
売
切
れ
と
な
っ

こ
の
焼
き
方
は
肉
に
も
ネ
ギ
に
も
応
用
で

る
そ
う
で
す
。
こ
の
他
会
場
で
は
、
勇
壮

た
豆
類
以
外
は
、
物
珍
し
く
来
客
の
目
に

き
ま
す
。
盛
り
つ
け
を
し
た
切
り
身
に
フ

な
古
股
太
鼓
の
演
奏
や
、
西
瓜
・
ト
マ
ト

止
ま
っ
た
竹
炭
が
素
材
の
装
飾
品
・
手
造

ラ
イ
パ
ン
の
汁
を
か
け
て
出
来
あ
が
り
」

・
イ
チ
ゴ 

り
の
ミ
ニ
人
形
等
数
点
の
売
上
げ
程
度
で

瀬
戸
垣
内
さ
ん
の
説
明
が
終
わ
り l
、
三

等
の
景
品

圃
・
回一

全
般
に
低
調
な
実
績
に
終
り
ま
し
た
。

十
人
の
仲
間
が
六
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

が
当
る
ビ 

S
E
- a

・圃

会
場
で
は
別
に
、
主
催
者
か
ら
委
託
を


れ
て
調
理
。
魚
を
さ
ば
く
人
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ン
ゴ
ゲ 

-圃
圃


受
け
、

シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
派
遣
さ


ゴ
ボ
ウ
の
サ
サ
ガ
キ
に
と
り
か
か
る
人
、

ム
も
企
画

院

ー
は


れ
た
会
員
九
名
の
方
々
が
、
場
内
の
駐
車


で
き
た
材
料
を
盛
る
大
皿
を
用
意
す
る
人
、

さ
れ
て
い
噌
司

書


場
控
理
や
、
キ
ュ
ウ
リ
も
ぎ
と
り
体
験
会


す。 そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
て
調
理
に
か
か
り
ま

ド
盛
り
上 l

団
司

勘
崎


場
へ
の
参
加
者
送
迎
に
手
際
よ
く
行
動
し
、


快
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
場


下
平
さ
ん
と
二
人
の
女
性
会
員
は
大
釜

J
dいオ
l
i
g


'
U
ギ

ノ

¥

与

? 
E

内
の
そ
こ
か
し
こ
に
、
シ
ル
バ
ー
マ 

ク

l 

の
ハ

ッ
ピ
、
帽
子
が
見
受
け
ら
れ
、
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
台
で
、
煮
、
焼
き
が

い
ま
し
た
。

で
チ
ヌ
飯
を
炊
く
作
業
。

を
添
え
て
・

1，.耐
・

社
会
で
の
存
在
感
と
催
し
へ
の
参
加
意
義

a

E-

が
売
上
以
上
に
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
自

に
た
だ
よ
い
ま
す
。

団
体
が
出

『

十
二
時
前
に
食
事
に
か
か
り
ま
し
た
。

庖
し
た
テ 
τ

始
ま
り
ま
し
た
。
い
い
に
お
い
が
調
理
室

協
賛
の
各

己
満
足
し
た

一
日
で
し
た
。

(A
・ 

記
)

S

l

て
、
ム 

:ノ

I
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期の当か上 なに思るとまる 仕広年そ約刈草 電 の終た 高 人 ワ 保 つ
日 あにいで 自 いはわがはた人事が 輩 の 四 り刈話入で了時齢の |険た自
まるごる、分 かまれ 、出 教 達 も つ の間年にりで会あ後で者、ンクをの分
で人苦。最が 。だて周来えと経た人、の 出 の 班 手 る に あ の ノ レ の 受 は が
に達労 班も 人 まいりるら接験と達 自月た仕長続 。セる働ノ〈面給 、、ン
終をさ長苦材 だるのよれしし思と分 日 の 事 とき ン 。く� l接し会ル
わ総まと労セ とか人う、、、う知ょががでいを タそ場人でて社パ
ら括で名さン 思、 逮 に 自数ま。りり過 最 場う終�  lれ所材、いを�  |
せしすのれタ わ経かな分多たそあ年ぎ初所人え にでがセ江る定人
ててとって�  i れ験ら つ でく ー の い 上よ の が か て 行、あ ン 同 時 年 材
、仕 言 くいで て豊はたはの癖 問 、かう仕知ら何 き保る タ 島期退セ

ま 事 い人る 仕 いかどと 一こ もい友、と 平 ら連日 、険 こ� lにに職ン
たをた 達 人 事 るなの思通と ニ ろ達ましでさ絡か 入 のとがは、しタ
次進いだがを
のめ。。 何 す

の先よ つ りを 癖 い のたて、れが後
で 詑 うての学もろ輪はい以、あに

会受をあ社 ハ て� |
し給 1mり団 ロ失 を

仕 、癖 本人る は達にいこびあのは同る来草り、 たがい 、法|業 知

、申d・D .........世.'..~ .::守
 ...

現
代
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
却
時
間
オ
ー
プ

ン
当
り
前
の
時
代
と
な
り
、

昼
夜
を
問
わ

く砂

ず
活
動
す
る
社
会
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
規
則
正
し
い

睡
眠
を
保
つ
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な

り
、
睡
眠
障
害
を
訴
え
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
よ
い
睡
眠
と
は
ど
の
よ
う
な
時
眠

.• """・骨骨. 香川.e、 ' :>-<- --F

の
こ
と
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

睡
眠
は
大
切

睡
眠
は
脳
が
休
息
す
る
た
め
に
必
要
な

行
為
で
す
。
よ
い
睡
眠
を
得
る
こ
と
は
、

梓〈

よ
い
食
事
を
す
る
こ
と
と
同
様
に
、
人
が

生
き
て
い
く
上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。人

生
の

三
分
の

一
を
占
め
て
い
る
快
適


な
睡
眠
が
、
そ
の
人
の
生
活
の
貨
を
左
右


す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
大
切
な
こ
と


か
も
し
れ
ま
せ
ん。
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睡
眠
時
間
は
年
々
短
く
な
る

新
生
児
の
頃
は

一
日
同
時
間
く
ら
い
眠
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一、二、

a
就 時

眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
成
人

の
場
合
は 
6
、
7
時
間
前
後
が
充
足
の

目
安
。
日
中
の
眠
気
で
困
ら
な
け
れ
ば

十
分
で
す
。

以
前

4
時
間
は
、
カ
フ
ェ

イ
ン
を

す
。
翌
日
、
行
い
や
が
あ
る
の
で
緊
張
し
て

眠
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
と
は
遣
い
ま
す
。

二
、
中
途
覚
醒
:・

夜
中
に
日
が
党
め
る
も
の
で
、

高
齢
者

に
多
い
不
眠
で
す
。

三
、
早
期
覚
醒
・:

十
分
に
眠
っ
て
い
な

い
の
に
目
覚
め
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
う
つ
病
が
原
因
で
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

快
眠
の
十
か
条

「 

aKむ
つ
か
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
で

一
、
入
眠
障
害
:
・

り
ま
す
が
、

不
眠
の
種
類

日
歳
を
越
え
る
と
約

6
時
間
に
な
り
ま
す
。

1め あ心 れ 苫 て 就
iとわ掛て班労 、業� 
lしてけい長さ本時、

14主:てた、るのま
ト日 り決よみで にづF
!齢 ししうなす大故

者 なてにさ 。変の�  
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いよ哩 J比、 とい�  
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?の分急 全 得 本 気� 
i作 違 い 第 に 当 を� 
f業をだ 一 言ー に使
j方初引をわ ご っ

高
校
牛
の
頃
は
約

8
時
間
、
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。|でしの のき�  30食進事 に 取 し ょ 。にうず 法 浴 ま ど �  j にタをなけ いる�  
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はしし 気 ず呼 にかま規 ま入うと こし 眠 見 る よ 避 脅 教を供が 体す う
併 く よが
用使う強

む 吸
ず停

しらす 則
ま午。 的

しれ 。も
よ、 、
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とし く
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